
計画の評価と進め方について

１．計画目標の達成状況を評価するための成果指標の設定

２．目標値の設定

３．計画の進め方

資料２
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１．計画目標の達成状況を評価するための成果指標の設定

計画の目標
実現化方策（案）

鉄道の利便性向上
・

バスの利便性向上

サービス水準の向上

交通結節点機能の強化

使いやすい運賃体系の構築

わかりやすい案内情報の構築

定時性・速達性の確保（路線バス）

新技術の活用に関する研究（路線バス）

道路整備による
生産性・安全性の向上

渋滞緩和による道路の移動円滑化

広域交流の強化（物流軸の強化）

災害に強い道路ネットワークの形成

生活交通の確保
既存の生活交通の維持・改善

新たな生活交通の確保

暮らしを支える道づくり 拠点形成に資する道路の整備

環境にやさしい

ライフスタイルの醸成

モビリティマネジメントの実施

環境負荷の軽減

自転車利用環境の向上

新技術の活用に関する研究

人中心の都心空間の創出
都心を通過する自動車の流入抑制

新技術の活用に関する研究

安全安心な歩行空間の確保 誰もが通行できる歩行空間の確保

回遊性の向上

歩行・滞留空間の整備

都心内公共交通の利便性・快適性の向上

自転車利用環境の向上

わかりやすい案内情報の構築

実現化方策（案）
成 果 指 標

1
市民１人あたりの
公共交通利用回数

２
自宅から都心や拠点に
公共交通で30分以内
に行ける人口

３
都心の歩行者数
（休日）

４
地元検討組織が主体と
なった生活交通が導入
されている地域の人口

安全で快適な
交通ネットワークをつくる

効率的で使いやすい公共交通へ
改善するとともに、自動車交通
とバランスのとれた公共交通を
中心とする安全で快適な交通
ネットワークを構築し、あらゆ
る人の移動の質の向上を目指し
ます。

日常の移動を便利にし、
健幸な暮らしを支える

徒歩や自転車を中心とする環境
にやさしいライフスタイルを醸
成するとともに、自動車・生活
交通などで身近な拠点へのアク
セス性を向上させることで、都
市の持続可能性を高め、生きが
いを感じられる健幸な暮らしの
実現を目指します。

歩いて楽しい
都心空間に変える

歩いて楽しい空間を創出すると
ともに、回遊性向上に資する公
共交通ネットワークの形成によ
り、誰もが楽しめる都心空間の
実現を目指します。

１

２

３

参加・協働により
交通政策を進める

４
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２．目標値の設定

＜基準値＞
80回／年・人
(H28)

＜基準値＞
80回／年・人
(H28)

＜目標値＞
100回／年・人
(H39)

＜目標値＞
100回／年・人
(H39)

目標値は、利用促進の継続と新たな施策の実施に取り組むことから、
今後の都心部や駅周辺での市街地整備も想定し、直近５年間の増加傾向
を維持することとし、基準値の25％増（※）にあたる100回を設定
※H23～H28の利用者実績で推計（線形回帰）した値（98回）を
参考に設定

市民1人あたりの公共交通利用回数 （鉄道＋路面電車＋主要バス路線）成果指標１

向上

【参考】 各交通手段の推移 （ 変曲点：減少⇒増加）

鉄 道鉄 道

■ 目標値の設定

主要バス路線主要バス路線

(回/年・人) (回/年・人)
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目標値ライン（100回/年・人）

駅前広場整備（万富）

駅前広場整備（瀬戸・迫川）

岡山駅西口整備

新駅
（西川原）

岡山駅東西連絡通路、
改札増設（庭瀬・高島）

駅前広場整備
（建部・金川・瀬戸）

大型商業施設
（倉敷駅前）

大型商業施設
（岡山駅前）

岡山駅バス乗り場再編

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｲﾈｰｼﾞ設置（駅ﾊﾞｽ時刻表3基）

低床車両MOMO導入、駅送迎上整備（高島）

岡山駅東口
乗り場再編

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｲﾈｰｼﾞ設置
(駅ﾊﾞｽ時刻表／3基)

転入者へのﾊﾞｽﾏｯﾌﾟ配布
C&BR（17⇒37箇所）

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ
縁石導入

ﾊﾞｽﾚｰﾝ、P&BR拡充、
PTPS・ICカード導入等

P&BR実施

オムニバス
タウン計画

低床車両MOMOの導入（1台目）

低床車両
導入費補助

98回/年・人

＜新たな施策（主なもの）＞
・吉備線ＬＲＴ化
・路面電車の岡山駅乗り入れ
・路面電車の延伸・環状化
・バス路線の見える化
・バス停バリアフリー化
・生活交通の導入
（駅・路線バスとの接続）

・ボトルネック交差点の改良
・環状道路整備
（定時性・速達性確保）
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駅前広場整備
（万富）

駅前広場整備
（瀬戸・迫川）

岡山駅東西連絡通路
・一般者駐車乗降上整備

改札増設
（庭瀬・高島）

駅前広場整備
（建部・金川・瀬戸）

新駅（北長瀬駅）
新駅（西川原駅）

岡山駅東口広場整備

岡山駅西口整備

送迎場整備
（高島）



都心と拠点

まで公共交通

30分以内

139,290 

都心または拠点

まで公共交通

30分以内

163,408 

その他

公共交通

アクセス圏

216,884 

その他

公共交通

アクセス圏外

199,892 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

154,949 202,241 182,904 181,863 
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自宅から都心や身近な拠点に公共交通で30分以内に行ける人口成果指標２

＜基準値の算出方法＞
・H27国勢調査の100mメッシュ人口ベース
・各メッシュの都心及び拠点までの公共交通所要時間を算出
・所要時間は、下記①～④の合計値

①出発地とその最寄駅・バス停までの徒歩時間
②公共交通の待ち時間（運行間隔÷２）
③公共交通での移動時間（時刻表ベース。乗換え時間含む。）
④目的地の最寄駅・バス停と目的地までの徒歩時間

・下記の交通施策が実現した場合のH37試算値を参考に、
総人口の50%を目標値に設定
－吉備線ＬＲＴ化
－路面電車の岡山駅乗り入れ
－幹線バス路線の増便（15分に1本）
－生活交通導入（10地区）
－その他の公共交通ネットワークは現状維持
－都心部の再開発による人口増を加味

向上

■ 施策と指標の関係

■ 将来値の試算

現在（H27）

将来
（H37）

公共交通
利便性向上

＜基準値＞
30.3万人

【総人口の42%】
(H27)

＜基準値＞
30.3万人

【総人口の42%】
(H27)

＜目標値＞
36.1万人

【総人口の50%】
(H37)

＜目標値＞
36.1万人

【総人口の50%】
(H37)



【
目
標
値
】
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・都心部の主要な通りや商店街を通行する休日の歩行者数とし、
第六次総合計画で掲げた都心部歩行者数の年平均増加率(※)を
乗じた値を目標とする
・データは、「商店街通行量調査（隔年で実施）」の歩行者数
・基準値は、6年間連続で調査されている58地点から選定した、
対象地点（20地点）の平均値

※総合計画の基準値5405人（H27）と目標値5800人（H32）
から年間1.5%の増加を想定

向上

■ 対象断面

＜基準値＞
4504人
(H27)

＜基準値＞
4504人
(H27)

＜目標値＞
5300人
(H39)

＜目標値＞
5300人
(H39)

都心の歩行者数（休日）成果指標３
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：対象断面（20断面）

■ 歩行者数の推移（20地点）

H27  H32 H39

（
休
日
／
地
点
あ
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り
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都
心
の
歩
行
者
数

4504人

5300人

【
基
準
値
】

・経年変化を捉えるため、選定する調査地点は、県庁通りが加わった６
年前から連続して調査されている58地点から抽出
・4商店街（奉還町、駅前、表町、西大寺町）、県庁通り、桃太郎大通り、
市役所筋の各区間の両端と、概ね２００ｍ間隔で２０地点を選定

対象地点の選定方法



＜人口増減(S60-H22)＞

30%以上減少

20～30%減少

10～20%減少

0～10%減少

横ばい・増加

迫川

千種馬屋上
・野谷

牧山

生活交通の導入・改善
に関する地元検討組織
を設置している地区

■地元検討組織の設置状況

角山

足守

御津・建部

廃止
廃止後に代替交通運行
新設
継続

＜路線バスの変遷(H3⇒H27)＞

向上

・H39時点の新たな生活交通の導入地区数を10地区とし、
これに相当する人口※に御津・建部・足守地域の人口を加えた
目標値を設定

※現在、生活交通の導入に関する地元検討組織は、５地域で設置
されており（下表）、この地域人口を２倍した。
※目標値はH37の将来人口推計値に基づき設定した。

＜基準値＞
23,381人
(H29)

＜基準値＞
23,381人
(H29)

＜目標値＞
39,000人
(H39)

＜目標値＞
39,000人
(H39)

取り組み
内容

地区名
現在人口
（H29.9）

将来人口
(H37推計) 検討状況

ｺﾐｭﾆﾃｨバス 御津・建部 15,064
約19,000

運行中

公共交通空白地
有償運送

足守 6,489 運行中

新たな
生活交通
の導入

迫川 1,828

約10,000

試験運行

千種 4,108 検討中

牧山 326 検討中

馬屋上・野谷 3,929 検討中

角山 1,160 検討中

合計 32,904 約29,000

地元検討組織が主体となった生活交通が導入されている地域の人口成果指標４

5



6

第六次総合計画第六次総合計画

地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画

自
転
車
先
進
都
市

お
か
や
ま
実
行
戦
略

公共交通 道路

岡
山
市
み
ち
づ
く
り
計
画

策定
予定
策定
予定

5年目の
中間評価
実施中

5年目の
中間評価
実施中

H31
見直し
予定

H31
見直し
予定

岡山市総合交通計画

未来へ躍動する 桃太郎のまち岡山基本目標

都心の活性化

周辺部の振興

コンパクトでネットワーク化された都市構造将来の都市の形

環境にやさしいまちづくり

上位計画

土
地
利
用

H30 都市計画マスタープランの見直し
H31 立地適正化計画の策定
H30 都市計画マスタープランの見直し
H31 立地適正化計画の策定

観光・産業の振興

健康・医療・福祉

都市計画

各分野の計画・指針

連携

都
市
施
設

市
街
地
整
備

住
宅
整
備

景

観

防

災

緑
の
保
全
・
緑
化

連動 交

通

編入

岡山市交通基本計画
（H13）

更新更新

岡
山
市
都
市
交
通
戦
略

自転車

３．計画の進め方

■ 各分野の計画との連携
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 計画策定後、５年を一区切りとして、中間評価（H34）、計画の見直し（H39）を実施し、ＰＤＣＡサイク
ルによって計画を着実に遂行する

 また、個別の実施計画についても、それぞれＰＤＣＡサイクルの中で総合交通計画に基づき事業を推進する

H30 H34 H39

Plan
（計画）

Do
（実施）

Check
（評価）

Act
（改善）

計画の
見直し

中間評価策定

■ ＰＤＣＡサイクルによる計画の着実な遂行

地域公共交通網形成計画

自転車先進都市おかやま実行戦略

岡山市みちづくり計画

Plan
（計画）

Do
（実施）

Check
（評価）

Act
（改善）

実施計画の
ＰＤＣＡサイクル

Plan
（計画）

■ 実施計画のＰＤＣＡサイクル


